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福島第一原子力発電所（1F）廃棄物の処理処分に向けて効率よく性状把握を進めるため、Data Quality Objectives 

（DQO）プロセス及びベイズ推定法を用いて、最終的な処分を想定とした処分区分の適合性評価を目的とし

た除染装置スラッジの分析計画を検討した。 
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1. 緒言 (1)及び(2)報[1]で示した分析計画法の構築を実際の 1F 廃棄物を対象として検討している。本研究で

は、保管管理リスク低減のための脱水処理が行われ、試料採取の機会が制限される除染装置スラッジ（スラ

ッジ）を対象とし、構築した分析計画法の適用性を検討した。スラッジは、1F 廃棄物の中でも今後発生する

見込みが小さいことから母集団が明確であり、性状のばらつきも小さいと想定される。この特徴を考慮して

処分区分の基準値との比較を試みた。本報では、処分方法を策定する分析に関して、廃棄体化される際の放

射能濃度分布を推定し、処分区分との適合性を評価するための分析計画を検討した結果を報告する。 

2. DQO プロセスの検討 処分区分の適合性評価では、設定された放射能濃度の基準値と処分する廃棄体の放

射能濃度との比較が求められる。本分析計画では、国内での最終的な処分方策の設定に必要な性状を分析に

より把握することを課題とし、60Co、90Sr と 137Cs を対象核種として処分区分の基準値[2]と比較するデータを

取得する目的を設定した（Step 1～2）。対象廃棄物は、集中廃棄物処理建屋貯槽にて保管中のスラッジとし、

脱水及び廃棄体化の処理に伴う放射能濃度の変動等の情報を収集した（Step 3～4）。貯槽内のスラッジの分析

データ[2]は 1 点に過ぎないため、追加の分析データが必要であると判断し、必要な分析点数をベイズ推定法

で検討した（Step 5～6）。Step 6 では、トレンチ処分、ピット処分及び中深度処分の基準値を参照し、廃棄体

中の放射能濃度分布を表す対数正規分布の確率密度関数に対して、1標本検定を行った。 

推定された放射能濃度分布の 95% HDI[1]と処分区分の基準値を比較し

た結果、60Co 及び 137Cs は、3～4 試料で 90％以上、90Sr は 6～7 試料の

分析により 66～80％（図 1）の確率で想定する基準値との比較が可能で

あると算出された。60Co 及び 137Cs の推定放射能濃度を各処分区分の基

準値と比較したところ、60Co はトレンチ、137Csはピット処分相当と判断

できたが、90Sr 濃度はピット処分と中深度処分の基準値の境界付近に存

在し、処分区分の判断が困難であった。そのため、90Sr に着目し、6～7

試料の採取・分析を行い、得られたデータから廃棄体の 90Sr 濃度を推定

することを分析計画とした（Step7）。 

3. 結論 データが乏しい 1F 廃棄物を想定した検討において、事前情報を特定し計算することで、放射能濃

度分布を推定し、処分区分の適合性の評価を行うために必要な分析点数を検討できることを示し、当該法の

適用性を確認することができた。 
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図 1  90Sr濃度推定に必要な分析点数 
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